


































































年 月 総 数 食 糧 住 居 衣 服 一元の購買力
1936平均 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00
1937平均 119.08 122.26 116.65 114.70 83.98
1938平均 151.62 139.16 195.18 127.37 66.39
1939平均 197.52 191.07 231.21 163.32 50.63
1940平均 428.35 460.21 400.14 319.80 22.35
1941平均 826.24 902.79 706.33 641.78 12.10
1941. 1 576.17 637.80 403.80 405.82 17.36
6 763.23 831.69 689.90 534.35 13.10
12 1,108.40 1,179.32 933.58 1,079.04 9.02
1942. 1 1,208.03 1,230.70 1,160.32 1,105.97 8.28
6 1,935.24 2,144.14 1,373.41 2,009.32 5.17
*6 100.00 100.00 100.00 100.00
12 167.40 184.80 112.90 113.70
1943. 1 194.70 213.60 133.00 135.70













































年次 粳米価格 同指数 外米輸入量
1936 12.91 100 91,993
1937 15.25 118 307,876
1938 15.95 124 644,934
1939 27.01 209 457,652
1940 63.01 488 3,922,249























































































































































































































1942. 7. 7 共同・仏両租界内華外人向け食米切符配給制実施（工部局）
１人当たり第１週、米2升=1.6kg第２週より同1.5升=1.2kg（月6kg）
1942. 9.21 華人向け減配 １人当たり10日間米2升（月4.8kg）、麺粉1斤
1942.10.11 同減配 １人当たり10日間米1.5升（月3.6kg）、麺粉1.5斤
1943. 1.11 同増配 １人当たり10日間米2升、麺粉は1.75斤














1944. 6. 1 従来の配給制から市価基準の配給制に変更（上海市民食米暫行弁法実施）






























年・月 配給米価格 指数 闇相場 指数
1941. 6 110.00 43.42 109.81 28.35
1941.12 130.00 51.32 -
1942. 3 223.46 88.21 -
1942. 6 253.33 100.0 387.37 100.0
7 253.33 100.0 449.80 116.1
8 253.33 100.0 429.59 110.9
9 252.50 99.7 410.00 105.8
10 252.00 99.7 427.37 110.3
11 253.00 99.9 689.11 177.9
12 253.00 99.9 864.56 223.2
1943. 1 251.00 99.5 1,056.08 272.6
2 251.00 99.5 1,219.00 314.7
3 368.00 105.8 959.50 247.7
4 300.00 118.4 705.33 182.1
5 300.00 118.4 798.13 206.0
6 350.00 138.2 1,003.72 259.1
7 450.00 177.6 2,200.00 567.9
8 600.00 236.9 2,100.00 542.1
9 600.00 236.9 1,900.00 490.5
10 600.00 236.9 2,100.00 542.1
11 800.00 315.8 2,100.00 542.1
12 800.00 315.8 2,500.00 645.4




















































































57頁）。なお、米を支配の武器にする点については、Frederic Wakeman, Jr. “Urban warfare and under-






































































































用途 1944年度 比率 8月末実績 比率 1945年度 比率
日本陸軍用 200 30.3 141 46.7 200 36.6
日本海軍用 15 2.3 15 5.0 20 3.7
日本人用 18 2.7 3 1.0 15 2.7
中国人用 427 64.7 143 47.4 312 57.0
（中国人用内訳）軍警 19 6.2 40 7.3
官用 2 0.6
重要産業 27 8.9 86 15.7
上海民需 85 28.1 138 25.2
南京民需 10 3.3 48 8.8
合 計 660 100.0 302 100.0 547 100.0
注１：1945年度の軍警用は、その他官用を含むもの。
２：1944年度8月末実績の合計は原表の数字を用いず再計算。
出典：「19年度、20年度中支食糧需給計画」『中支那食糧収買対策ニ関スル綴（昭和18、19、20年度）』。
第４表 華中用途別米穀需要計画 （単位：千屯、％）
172 ── 和光大学総合文化研究所年報『東西南北』2007
華中の1944～45年度における用途別の米穀需要計画を示す第４表をみると、軍
用米の比重が約4割を占めているだけでなく、収買実績の面ではその比重は過半
を占めており、収買活動の重点がどこに置かれていたかが改めて確認できよう。
上海における食米不足の最大の要因を明白に物語るものでもある。
同時に、軍用米収買の実際業務は、指定商ないしその下請の日本商に担われて
おり、彼らは「『軍需調弁』を真向から振りかざして事に臨」み、しばしば「戦勝
者的色彩」をみせながら業務に当っていた。こうした、特権的な地位を占め、多大
な利益に与っていた日本商の存在について、あわせて指摘しておきたい（45）。
４──結びに代えて
以上にみてきたように、上海における食米問題は、米穀収買政策の面において
も、また配給政策の面においても、急速に破綻の様相を強めていった。それを闇
米価格の動向にみると、米糧移動制限政策撤廃から約半年後の1944年11月６日に
は１市石当たり２万2000元、11月18日同２万6500元と、同年１月段階の１市石当
たり2,600元に比較すると、「激騰」と評される事態を生んでいる。一般労務者の
状況も、「仕事も落ち着いてやってゐない実状も随処に出現し……業務上の諸弊
害怠業等も続起」するなど、労務者不足と能率低下が広がっている（46）。
さらに翌1945年に入ると、騰勢は止まるところを知らず、５月25日21万元、６
月２日52万元と狂乱状態にまで至っている。もはやひと握りの人を除けば、闇米
には手を出せなくなっていった。配給自体においても、華人用小口米は、1945年
２月下旬から完全に停止し、４月になると、華人官員・軍警用米の未配が生じ、
月所要量2,260石の内の1,960石、５月は2,260石全量が未配となっている。また５
月には、日本人向けも月所要量5,684石中、3,284石分が未配となっている(47)。
こうした状況は、「各局署の下級職員の怠業、地下争議続出の兆」を生じさせ
るに止まらず、５月末に至ると、食米配給停止を理由として、浦東警察総隊の２
個大隊（５月30日）、南市警察隊一大隊（６月２日）の逃亡が発生するまでに深刻
化していた(48)。
その事態を前に、日華首脳連絡会議の席上、羅上海市政府秘書長は、以下のよ
うに述べて、日本側に緊急の対処を要請している。
──────────────────
（45）上村壽夫「物資蒐買方式の改革を要望す」前掲『経済月報』第203号（1944年3月）11頁。および
山崎経済研究所上海分室「最近ノ中支経済状況」10頁（『各国ニ於ケル物価関係 雑纂七』外交史料
E23）。
（46）「邦人職域編成問題の考察」前掲『経済月報』第210号（1944年10月）8－9頁。
（47）東郷大東亜大臣宛上海土田公使6月3日発電報「上海米穀対策」前掲『食糧対策ニ関スル綴 其ノ五
（昭和19、20年度）』。
（48）東郷大東亜大臣宛豊田総領事6月5日発電報「市政府軍警及公務員用食米ニ関スル件」同上。
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今トナリテハ右（一般民需米ノ配給復活－引用者）全ク夢物語ニ過キス 然
シ市ノ公務員軍警ニ対スル配給米ハ市政府カ存在スル上ニ於テ絶対ニ必要ナ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
リ右カ不可能ナルニ於テハ国民政府ノ崩壊前先ツ上海市政府ノ崩壊ヲ見ルハ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．
必至ナリ．．．．…… 若シ市政府ノ存続ヲ欲セラルルナラハ此ノ際総ユル過去ノ規
定法律機構等ニ拘泥セス超非常的措置ヲ最短期間内ニ講セラレ赤手空拳ノ市
トシテハ何等施ス手無キ米問題ノ急ヲ救済セラレ度ク．．．．．．．．．．．．．(49)
日本占領下上海の統治機構が食米配給制度によってかろうじて支えられており、
配給制度の解体が直ちに統治機構自体の崩壊をもたらすに至っている様相が当事
者自らの言葉で語られているのである。
以上、日本による上海租界接収後における上海の動向を、華人労働者・住民に
とっての食米問題を中心に検討してきたが、最後に改めて、ここで知り得た点を
振り返って結びとしたい。
日中戦争下の上海租界においては、日本軍による物資移動制限による租界封鎖
のなかで、労働者など在住華人の生活は、食米不足だけでなく、不足から生ずる
米価・物価の騰貴や法幣インフレの影響もあり、すでに家計破綻の様相を呈し、
以前にもまして難民たちを生んでいた。こうした事態のなか、日本の租界占領は、
それまで大きく依存していた外米輸入の途絶に、失業者の増大や行き場を失った
遊資による投機なども加わって、上海華人住民に深刻な食米不足と生活破綻の危
機をもたらした。家計中の食米費の比重は大きく、米不足に伴う闇米価格の急騰
と全般的生計費の増大は、一気に食米問題を最大の民生問題にするに至ったので
ある。
外米輸入途絶のなかでの軍用米の優先的調達政策は、上海の食米不足に対して
は、厳しい米の配給統制を実施する形で対応していった。華人向け配給は、当初
から必要量の３分の１程度にすぎず、以後、止むことのない闇米価格の高騰を伴
い、時には一時的な配給停止すら生ずるきわめて制限的で不安定なものであった。
また、それは、配給システムでも配給量でも日本人向け配給と区別されるだけ
でなく、それ自体類別され、実際には、日系の国策会社、重要産業の労働者確保
や軍警、汪政権官員など重要機関における人材維持の手段として位置づけられ、
活用されていたのである。一般華人用米においても、戸単位の配給により生活の
死命を制し、抗日・反日の動きを抑止する機能を果たしていた。
そして、食米問題が、最大の民生問題であり続けざるを得なかった根底には、
現地自活方針にもとづく軍用米調達と、日本商の独占的物資収買による在来流通
網の解体および地方的流通網の掌握不能があったのである。租界の権益の継承や
──────────────────
（49）東郷大東亜大臣宛土田公使6月3日発電報「上海米穀問題ニ関スル件」同上。
174 ── 和光大学総合文化研究所年報『東西南北』2007
工部局機構の現状のままの掌握を周到に準備した日本軍は、上海租界の有する経
済的潜勢力や在来流通網の掌握などを配慮する視野と能力を欠いていたともいえ
よう。
食米の配給統制は、米穀収買の行き詰まりのなかで、減配や一時停止など不安
定性を強め、配給制破綻の兆候とともに支配機構の内部崩壊をもたらすに至るの
は、上記の通りである。
ところで、上海在住の８万人を越える日本人居留民にとっては、食米問題は戦
争末期を別として、深刻な問題とはなっていなかった。経済統制のなかにあって
一定程度安定した食米配給が維持された日本人居留民を、上海占領支配とりわけ
租界接収との関連でいかに捉えるべきかについては、全く検討できなかった。ま
た、収買と配給の統制のなかで、軍用米等の収買の中心として、流通を担った日
本商の活動と蓄積構造についても、ほとんど問題にできなかった。さらに、接収
後における日本の租界支配の脆弱さは、改めて、国際帝国主義体制に支えられて
きた日本の上海進出という側面の検討を必要としていると思われる。これらの点、
今後の課題としておきたい。
［付記］本稿脱稿後、余子道・曹振威・石源華・張雲『汪偽政権全史』上・下巻（上海人民出版
社、2006年12月）に接した。第37章「戦時経済体制と物資統制」等、参考となる記述がみら
れるが、参照しえなかった。他の機会を期したい。
また、農林水産政策研究所図書館所蔵資料の利用に際しては、相川良彦氏にお世話になっ
た。記して謝意を表したい。
［やまむら むつお］
